
ボーリング柱状図

調 査 名 都市計画道路国道3号線（東那珂）板付橋地質調査業務委託

事業・工事名

ボーリング名 N o . 3 調査位置 福 岡 市 博 多 区 板 付 2 丁 目 北 緯 3 3 ﾟ  3 4 '  5 . 4 "

東 経 1 3 0 ﾟ  2 7 '  1 0 . 5 "発 注 機 関 福 岡 市 道 路 下 水 道 局 建 設 部 東 部 道 路 課 調査期間 平成 26年 2月 14日 ～ 26年 2月 15日

調 査 業 者 名
平 成 地 研 株 式 会 社
電話 ( 0 9 2 - 5 7 5 - 0 3 4 0 )

主 任
技 術 者

紫 村 一 真
担 当
技 術 者

内 田 賢 次
コ ア
鑑 定 者

紫 村 一 真
ボｰリング
責 任 者

伊 藤 誠 一
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上部20㎝はコンクリート
径5～20㎜の礫、中～粗粒砂を主体

埋土・
礫質土 暗灰

上部10㎝は粘性土からなる
径5㎜大の礫を含む細～中粒砂主体
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礫混り
砂
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中～粗粒砂を少量混入する
含水量はやや少なくコアは強い指圧
で窪む硬さである

砂混り
粘土

茶褐
～淡
灰

中

位

花崗岩起源の堆積物である
径2～3㎜の礫を混入する中～粗粒砂
を主体とする
含まれる礫の最大径は20㎜程度
全体的に粘土分がやや多く伴われる
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径2～5㎜の礫を混入する中～粗粒砂
を主体とする
含まれる礫の最大径は30㎜程度であ
る
若干の細粒分を伴う
深度4.35～4.5m間には砂質粘土の薄
層を挟む
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花崗岩起源の堆積物である
径2～10㎜大の礫を混入する粗粒砂
を主体とする
含まれる礫の最大径は20㎜程度であ
る
少量の細粒分が伴われる
部分的に細礫が密集して細砂礫状を
呈する
深度7.8～7.9m間は砂質粘土の薄層
が挟まれる
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粗粒の花崗岩からなる
風化が進んで土砂状となる
岩芯まで完全に風化しコアは手で容
易に砕ける
長石や有色鉱物の細粒化が顕著であ
る
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粗粒の花崗岩からなる
風化が進んで軟質な岩質を示す
コアは密なマサ土状を呈する
岩芯まで完全に風化しコアは手で容
易に砕ける
長石の白濁化が進むが粘土化は顕著
ではない
有色鉱物は細粒化している
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




